




















































































































































































































大学・短期大学 1,001人～5,000人   1 0.4













短期大学 1,000人以下   1 0.4




































人　数 ％ 人　数 ％ 人　数 ％
専任カウンセラー 100 36.4 50 40.3  50  33.1 国＞私
非常勤カウンセラー 142 51.6 56 45.2  86  57.0 国＜私
教員兼任カウンセラー 　9 3.3 6 4.8 　3 　2.0
事務職兼任カウンセラー 　6 2.2 3 2.4 　3 　2.0
その他＊  17 6.4 9 6.0 　9 　6.0







人　数 ％ 人　数 ％ 人　数 ％
５日以上 105 38.2  54 43.5  51 33.8 国＞私
４　日  29 10.5  14 11.3  15 9.9
３　日  34 12.4  10 8.1  24 15.9 国＜私
２　日  44 16.0  15 12.1  29 19.2 国＜私
１　日  56 20.4  27 21.8  29 19.2
その他 　7 2.7 　4 3.2 　3 2.0





人　数 ％ 人　数 ％ 人　数 ％
診断学生の支援・面接経験あり 236 85.8 103 83.1 133 88.1 国＜私
傾向学生の支援・面接経験あり 254 92.4 116 93.5 138 91.4
教職員・保護者の相談経験あり 225 81.8 103 83.1 122 80.8





































人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
学生本人の個別面接 265 99.3 118 98.3 147 100.0
保護者の個別面接 231 86.5  98 81.7 133  90.5 国＜私
教職員のコンサルテーション 253 94.8 111 92.5 142  96.6 　
学生・保護者・教職員の合同面接 228 85.4 103 85.8 125  85.0
交流目的のグループ活動 129 48.3  54 45.0  75  51.0 国＜私
ソーシャルスキルを主としたグループ活動  59 22.1  26 21.7  33  22.4
アルバイト・就業に向けたグループ活動  28 10.5  16 13.3  12   8.2 国＞私
保護者対象のグループ活動   1  0.4   0  0.0   1   0.7 　
教職員対象の研修会（FD・SD 等） 177 66.3  81 67.5  96  65.3 　






人　数 ％ 人　数 ％ 人　数 ％
アルバイト・就業に向けたグループ活動 123 46.1 59 49.2 64 43.5 国＞私
ソーシャルスキルを主としたグループ活動 122 45.7 57 47.5 65 44.2 　
交流目的のグループ活動  71 26.6 36 30.0 35 23.8 国＞私
教職員対象の研修会（FD・SD 等）  57 21.3 20 16.7 37 25.2 国＜私
保護者対象のグループ活動  43 16.1 21 17.5 22 15.0 　
学生・保護者・教職員の合同面接  22  8.2 11  9.2 11  7.5 　
保護者の個別面接   8  3.0  6  5.0  2  1.4 　
教職員のコンサルテーション   6  2.2  4  3.3  2  1.4 　
学生本人の個別面接   2  0.7  1  0.8  1  0.7 　

















































人　数 ％ 人　数 ％ 人　数 ％
得意・苦手の理解 251 94.0 112 93.3 139 94.6 　
コミュニケーションの仕方 236 88.4 101 84.2 135 91.8 国＜私
性格理解 217 81.3  99 82.5 118 80.3 　
心理検査等による自己理解 153 57.3  68 56.7  85 57.8 　





人　数 ％ 人　数 ％ 人　数 ％
気持ちの整理・安定 260 97.4 117 97.5 143 97.3 　
心理的混乱への対処 257 96.3 115 95.8 142 96.6 　
静かな場所の提供 162 60.7  59 49.2 103 70.1 国＜私
ストレス対処の指導 209 78.3 100 83.3 109 74.1 国＞私












































人　数 ％ 人　数 ％ 人　数 ％
教員への学生特性の説明と理解の促し 218 81.6 101 84.2 117 79.6 　
教員への修学上の具体的な配慮要請 181 67.8  86 71.7  95 64.6 国＞私
教員への特別課題による成績評価要請  58 21.7  31 25.8  27 18.4 国＞私
教員への補習授業要請  19  7.1   8  6.7  11  7.5 　
学生への修学支援窓口の紹介 133 49.8  65 54.2  68 46.3 国＞私
学生への勉強・課題・プレゼン指導 122 45.7  53 44.2  69 46.9 　





全　体（267） 国公立（120） 私　立（147） 比　較
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 　
生活リズム改善への助言 233 87.3 104 86.7 129 87.8 　
スケジュール管理への助言 230 86.1 105 87.5 125 85.0 　
優先順位をつけた行動への助言 233 87.3 111 92.5 122 83.0 国＞私
アルバイトに関する助言 190 71.2  84 70.0 106 72.1 　
服装や体調管理に関する助言 170 63.7  83 69.2  87 59.2 国＞私
金銭管理に関する助言 112 41.9  52 43.3  60 40.8 　




















































人　数 ％ 人　数 ％ 人　数 ％
学内情報取得に関する支援 157 58.8 74 61.7  83 56.6 国＞私
適切な履修スケジュール作成 184 68.9 82 68.3 102 69.4 　
授業以外の過ごし方の工夫 185 69.3 83 69.2 100 69.4 　
部活・各種活動参加に関する助言 178 66.7 87 72.5  91 61.9 国＞私






人　数 ％ 人　数 ％ 人　数 ％
対人関係のふるまい・対処に関する助言 246 92.1 111 92.5 135 91.8 　
他者の意図理解の通訳的支援 191 71.5  84 70.0 107 72.8 　
グループによる他者交流の機会提供 104 39.0  42 35.0  62 42.2 国＜私
周囲の人（友人・教職員）への助言 163 61.0  83 69.2  80 54.4 国＞私







































人　数 ％ 人　数 ％ 人　数 ％
高校・支援機関との情報引継ぎ 102 38.2 39 32.5 63 42.9 国＜私
入学前の本人・保護者の事前相談 110 41.2 37 30.8 73 49.7 国＜私
入学後の支援キーパーソンの設定  88 33.0 43 35.8 45 30.6 国＞私






人　数 ％ 人　数 ％ 人　数 ％
進路の模索における心理的支援 224 83.9 95 79.2 129 87.8 国＜私
学内の就職支援窓口の紹介 186 69.7 89 74.2  97 66.0 国＞私
ES の書き方・就職面接の指導助言 115 43.1 50 41.7  65 44.2 　
在学中の就労経験の支援  79 29.6 34 28.3  45 30.6 　
障害者を受け入れる企業職場との交流  26  9.7 14 11.7  12  8.2 　
卒業中退に伴う外部支援機関への紹介 133 49.8 56 46.7  77 52.4 国＜私
卒業学生の就労状況の把握と支援  52 19.5 19 15.8  33 22.4 国＜私









































領　　域 国公立の支援内容の上位５項目 領　　域 私立の支援内容の上位５項目
心　　理 気持ちの整理・安定 心　　理 気持ちの整理・安定
心　　理 心理的混乱への対処 心　　理 心理的混乱への対処












人　数 ％ 人　数 ％ 人　数 ％
大学全体の障害学生への支援意識の不足 146 54.7  71 59.2  75 51.0 国＞私
合理的配慮検討の学内制度の未整備 176 65.9  73 60.8 103 70.1 国＜私
器具・機材の購入困難が支援の支障  58 21.7  36 30.0  22 15.0 国＞私
施設不足が支援の支障 131 49.1  68 56.7  63 42.9 国＞私
教職員の発達障害についての理解不足 175 65.5  83 69.2  92 62.6 国＞私
教職員との連携体制の構築  93 34.8  43 35.8  50 34.0 　
保護者の障害理解と受容 176 65.9  74 61.7 102 69.4 国＜私
保護者への対応と連携 142 53.2  63 52.5  79 53.7 　
医師への診断依頼  85 31.8  33 27.5  52 35.4 国＜私
医師との連携  89 33.3  30 25.0  59 40.1 国＜私
支援スタッフの人数不足 196 73.4  95 79.2 101 68.7 国＞私
支援スタッフが非常勤 132 49.4  60 50.0  72 49.0 　
支援スタッフの知識・技能不足  76 28.5  35 29.2  41 27.9 　
支援スタッフの研修機会の不足 125 46.8  65 54.2  60 40.8 国＞私
学生の修学・学業継続意欲の不足 114 42.7  55 45.8  59 40.1 国＞私
顕著な修学不良顕在化後の支援 218 81.6  94 78.3 124 84.4 国＜私
学生の自己理解の促し 173 64.8  76 63.3  97 66.0
学生の二次的障害への対応 190 71.2  83 69.2 107 72.8 　
学生の教職員とのトラブル対処 115 43.1  53 44.2  62 42.2 　
学生の周囲の学生とのトラブル対処 141 52.8  63 52.5  78 53.1 　
学生の親きょうだいとのトラブル対処 121 45.3  45 37.5  76 51.7 国＜私
周囲の理解不足・受け入れの不十分さ 148 55.4  65 54.2  83 56.5 　
入学前の支援機関との情報引継ぎ共有 156 58.4  76 63.3  80 54.4 国＞私
















































領　　 域 支援に際して困難を感じること 人　数
就　　 労 就労等の卒後の移行支援 228
修　　 学 顕著な修学不良顕在化後の支援 209
制度・運営 支援スタッフの人数不足 189
二 次 障 害 学生の二次的障害への対応 183
制度・運営 合理的配慮検討の学内制度の未整備 171
保護者対応 保護者の障害理解と受容 171
理 解 不 足 教職員の発達障害についての理解不足 168
自 己 理 解 学生の自己理解の促し 166
入学前情報 入学前の支援機関との情報引継ぎ共有 151
理 解 不 足 周囲の理解不足・受け入れの不十分さ 144
表23　設立形態別の支援上困難を感じる上位５項目
領　　域 国公立における支援困難の上位５項目 領　　域 私立における支援困難の上位５項目
就　　労 就労等の卒後の移行支援 就　　労 就労等の卒後の移行支援
運　　営 支援スタッフの人数不足 修　　学 顕著な修学不良顕在化後の支援
修　　学 顕著な修学不良顕在化後の支援 心　　理 学生の二次的障害への対応
心　　理 学生の二次的障害への対応 制　　度 合理的配慮検討の学内制度の未整備
























































































































































































































































A Study on the Support for Students with Developmental Disorders by Student Counselors;
 Focusing on the Comparison between Public and Private Academies
FUKUDOME, Rumi; TAKAISHI, Kyoko ; AOYAGI, Hiroyuki
Konan University
　　This article reports the results of the questionnaire survey conducted to reveal the present 
issues on the support for students with developmental disorders by student counselors in 136 
academies. Especially in this paper, we reported the results focusing on the comparison  
between public and  private academies. Results showed that the most of student counselors in 
academies had experiences of cooperation with faculties and parents to support students with 
developmental disorders, they considered to need not only individual counseling but also  
various group programs and workshops , and considered the difficulties in regard to job finding. 
And then, counselors in private academies offered frequently than in public academies, group 
programs for communication activity, consultation with parents and buck up after student’s 
graduation. In addition, they need to adjust  support systems about reasonable accommodation 
for students with developmental disorders.
Key Words : questionnaire survey, support students, developmental disorders, student coun-
selors, public and private academies
